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匡］ 天平・鎌倉彫 刻の宝庫 で、

今年、創 建 13 0 0 年を迎 えた藤原氏 ゆかりの名刺

こうふく じ興福 寺 国 宝 特 別 公 開 2 0 10（五重塔初屑・韻釜墨壷茎）

1 0／9′）11／2 3
9 ：00～ 17：00（受付 16：30まで）

大人100 0 円な ど

（ 五重塔初層、東金望、東金堂後堂）

平城遷 都とともに藤 原不 比 等 によって創 建 された興福 寺 では今 秋、再 建 さ
ち ゅ う こ ん ど う

れる中金 堂 の立柱 式 が行われます。毎 年恒 例 となった「国宝特 別公 開」で

は、五 重塔 の初層 と東 金 堂

後堂 を開扉 。踊 大 将 としで
しょう りょう ち た い しょうぞう

知ちれる正 了 知 大 将 像

が、5 0年 ぶりに東金 堂 後 堂

に戻 っで 公 開 され ます 。現

在の尊 像 は南 北 朝 時代 に

被災した彼 の復 像 です。

東金 発 と五 重 塔 写王て‥（棟 ）飛鳥 闘

生まれ変ゎった国宝館

莞吉3㍍ 岩吉忘 荒望悪諸 国 奈仝窒認 諾 高生：500円、

開館 50 周 年 を迎 えた国宝

館では、装 いを新 たに「生

まれ変 わった興福 寺 国 宝

館」を開催 中です。阿修 羅

像をは じめ とす る八 部 衆・十

大弟 子像 のほ か、金 剛 力

士像、天燈鬼・龍燈鬼像な

どの名 宝 が、美 しい照 明で

展示 され 、見 どころ が あ ふ

れて います 。

奈良市登 大路 町48 ℡ 0 74 2－2 2－77 55 」R奈良 駅か ら市 内循環 バス「県 庁前」下車 すぐ、近 鉄奈 良駅 から徒 歩5分

h tt p：／／w w v〉．ko h fu k u ji．⊂O m ／

国宝 館 館 内 写日 朝 日射 耶 1：

匡∃ 国宝の梅楽 堂と禅室 には

飛鳥時代 建立 当初 の柱や瓦 が今もなお残 る

がん ご う じ ぜ ん し つ

元興寺 禅 室 など

「 奉公寿≧謂f呈㌶ 1器 ：芸≡芸 ）

9：0 0～1 7：0 0（受付16 ：30まで）

大人 ：600円、中高生 ：300円、
小学生 ：100円

ならまち中 心 部 に位 置 し、飛 鳥 時 代 に

起源 を持 つ古剃・元 輿 寺 で、通 常 は

一般 非 公 開 である国 宝の禅 室 が公

開され ます 。古 材 などが 展 示 され 、禅

室内 部に入って特別 に拝観 いただけ

ます 。また 、1 0 月 2 4 日か ら1 1 月 7 日 に か

けては例 年 どおり収 蔵 庫 での秋季 特

禅室 1メ矢（肘）元無寺文 化財研究 所

別展 も開 催 され ます 。

奈良市 中院町 1 1 ℡ 0 742－2 3－137 7

近鉄奈 良駅か ら徒 歩 1ヨ分、」R奈良 駅か ら徒 歩23分

h tt p ：／／w w w ．g ∂n g O j i．0「．jp／

極楽 堂 ノず土℃（財）元興寺文 化財研究 所

回奈良時代を代表する問内外の名僧が
多 く休 した南 都 七 大 寺 の ひとつ

だい あ ん じ じ ゅ う い ち め ん か ／し レ） ん り ゅ う ぞ う

大安寺 十一面観音立像
麿忘’去 諾 1 0／1～11／30

9 ：0 0～1 7：0 0（受付16：30 まで）

大人 ：600円、高校生 ：500円、

中学生 ：400円、小学生 ：300 円

（ 本望・収蔵庫共通、記念散華 付）

南都 七 大寺 のひとつで、国 内の学僧

と共 に、奈 良 時 代 に 海 外 か ら来 日し

た僧 侶 の多 くが帰 来 した大 安 寺 は、

国際 交流 の拠 点 であった官 寺 です。

本堂の厨 子 内に安 置される限定 公

開の秘 仏 で本 尊の十 一面観 音 立像

（ 重文 ）が特 別 に開帳されます。
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奈良市 大安 寺2】18 － 1 ℡ 0 742 －6 ト6 3 12
」R・近 鉄奈 良 駅 か らシャープ 前 また は 白土 町 行 きパ ス「大 安 寺 」下 車 徒歩 10タさ、JR奈 良駅 か ら徒 歩 25分

h tt p ：／／w w w ．d a ia n ji－0「．jp ／

【 司美しい花 々に包 まれ た、

紀氏 の氏 寺としで栄えた寺 院

れん じよう じ あ み だ ⊂ よ ら い りゅ う ぞ う

燵城寺 阿 弥 陀如 来 立像 攻ど

声垂 享1ヨ‥駅 ㌶ 慣 17：。。まで）

10／23（土）・10／30（土）は

2 1 ：00まで夜 間拝観

圏奈仝岩宗 法 戸生‥200円、

清楚 で気 品のある境 内 が 美

しい漣 城 寺 では、本堂 内の厨
は

子が開か れ、下半 身に袴 を穿

き、上 半 身 は 肌 を 露 に した 白

色裸形の秘仏・阿弥 陀如 来

立像及 び観音・勢至両菩 薩

立像（重 文 ）が特 別 に拝 観 い

ただけます 。

奈良市西紀寺町4 5 ℡ 07 42－22－4 88 7

J R・近鉄 奈 良駅か ら市 内循環（外 回り）パス「紀 寺町 」下車 徒歩 2分
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匝〕王朝の美が今 に伝 わる

平城京鎮護の神社

かす が たいしや ぶ がく
春日大社 平 安 め正 倉 院 Ⅱ 一 花 開 く舞 楽 の美－

lL 竿空竺展示i l O ／3 ～ 2 0 1 1・ 1 ／1 6

」（展示 替、臨時休 館有）

9：00～ 17：00（受付 16：30 まで）

園謂 堅昌訟 ミ課毘 ：2。。。

平安・鎌 倉 の正倉 院とも呼ばれる春 日

大社 では「平安 の正倉 院」を大 テー

マに、数 々の ご神 宝 が宝物 殿 で特 別

に公 開 されます。秋 は「花 開く舞 楽 の
ぶ が くめん さん じゅ

美」展 と題 して、舞楽 面 散 手（重 文 ）

などの舞 楽 の仮 面 や装 束 、華やかな
か す が ご ん げ ん げ ん

舞楽 の場 面 も措 か れた春 日権 現 験
き

記などで特 別 展 が 開 催 され ます。
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奈良市春 日野町 160 ℡ 0 74 2－2 2－7 78 8
仲近鉄奈 良駅か ら春日大社本 殿行きバス終点 下車す ぐ、または 市内循環 ／†ス「春日大社表参道 」下 車徒歩 10分

h ttp ノ仙 州〟．kasu g at∂isha ．0「」p／

回優美な国宝の本堂と、四季を通じで

いろいろな花 に彩 られ た美 しい寺 院

じゆう り ん い ん ふ ど う み ょう ん う およぴ に ピ う じ り－少う そ う

十輪院 不動 明王及二童子立像

1 0／1 0′～ 1 1／1 4
（ 月曜休、祝 日の場 合は 次の平
日が休み）

9 ：0 0～1 6：3 0（受付16：30 まで）

鎌倉 時 代 に地 蔵 信 仰 の寺 院 として

著名 であった十輪 院で、毎月8のつく

日だけ 開扉 され る護 摩 堂 が特 別 に

公開され、内陣 の重 文 の不 動 明王 と

二童 子像 が拝観 できます。

（平 日の 月曜 日は 閉 門 日のた め拝 観 は休 み）
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奈良市 十輪 院町2 7 ℡ 07 42 －26－66 35
」R・近鉄奈 良駅 から天理 方面行 きバス「福 智院 町」下 車徒 歩3分

h ttp：／仙w叫U「in－in．⊂Om ／

匡司 鑑真和上 の住坊 跡 に建 立された寺院で、鎌倉 時代 には
えいそ′し叡尊 上 人 らが 戒 律 を講 じたという由緒 ある古 刺

ふ く う い ん ふ く う り ん さ く か ん JJ ん ざ ぞ う

不空院 不空鏑索観音坐像壕ど

章二妄璃譜腰蕊 ）
9：00～ 16 ：30（受付 16 ：00まで）

院号 が転 じて福 院と呼 ばれ、奈 良町

の芸 妓 達 に深 く信 仰 され、「かけこみ

寺」とも言 わ れ る不 空 院 で は、本 尊 で

あり、生 きとし生 け るもの を もれ な く救 済

するとされる不 空箱 索 観 音 坐 像（重

文）が特 別 開帳 されます。今 回の特

別開帳 期 間 中は、予 約不 要 で拝 観

いただ けます 。
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奈良市高 畑町 136 5 ℡ 07 42－26－2 9 10

」R・近 鉄奈 良駅 から市 内循 環バス「破石 町（わ りしヽしちょう）」下車徒 歩 10分

匡］ 萩の 寺 としで も知 られ 、

本尊・薬 師如来坐像 を十二神将 が守る名刺

しん や く し じ こ う や く L に ょ ら い りゅ う そ う

新薬師寺 香 薬師如来立像

［車重 幸 司1 ／1～12／31
9 ：00～17：00（受付 16 ：SOまで）

箪奈仝窒？認 諾 高生＝350円、

近年 の発 掘 調査 で巨大 な伽 藍 跡 が
こ うみ ょ うこう こう

確認 された新 薬 師寺 は、光 明 皇后

が夫・聖 武天 皇の病気 平 癒 を願 って

建立 され た寺 院 。夢 見 るような表 情 で

親しまれていた飛 鳥 時代 の金 銅仏 で

あり、近 代 になって盗 難 にあ った 旧 国

宝・香 薬 師 如 来 立 像 の写 しが 国宝

の本 堂内 で特別 開帳されます。
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奈良市 高畑町 13 52 ℡ 0 74 2－2 2－3 73 6

」R・近鉄奈 良駅 か ら市内 循環バ ス「破石 町（わ りい しちょう）」下車徒 歩 10分

h tt p ：／／w w 〉∨．k5 ．d io n ．n e ．j p ／～s h m y ∂ k u ／

匝】奈良 時代 の束大寺僧・実 忠 和 尚 が築 いたとされる、

まちなかの 土 塔

ず と う L せ き ず と う う き ば り

頭塔 史跡東塔、浮彫石仏壕ど

霊草＿蔓」譜 盟 ㌫ 諾 孟予約）

9：0 0～ 17：0 0（受付 16：3 0 まで）

3 0 0円

1 0名以上の団体は200円

ならまちの 東 方 の まちな か にあ り、「謎

のピラミッド」と話 題 にな った 頭 塔 と呼

ばれる階段 状 の土塔 は、一 辺3 2 m 、

高さ 10 m の ピ ラ ミッド形 を して お り、あ

たか も立 体 の 鼻 茶 羅 の ように多 数 の

浮彫 石 仏（重 文 ）が配され ています。

特別 開帳 期 間 中、予 約不 要 で拝観

いた だ けます。
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奈良 市 高 畑 町 9 21 ℡ 0 74 2－2 7－9 86 6（穴山択教市 恵良末文化 肘保存石甥）／℡ 0 742 －26 －3 17 1（1州 仰 －l■人）

」R・近鉄 奈 良駅か ら市 内循環 バス「破 石町（わりいしちr仁う）1下 車す ぐ

h t tp ：／／w v 〉W ．P re f．n a 「∂．j p ／d d ＿∂ SP X ＿ m e n U id －6 7 0 9 ．h t m


